第２回多治見市文化財審議会議事録

開催日時　令和７年１１月２１日（金）　１３時３０分～
開催場所　駅北庁舎４階第３会議室
出席委員　小木曽郁夫、深谷滋浩、加藤桂子、福島金治、黒田正直、春日美海、長瀬治義、
高山信秋
欠席委員　長谷川幸生、立花昭

事務局出席者　多治見市教育委員会　教育長　　　　仙石浩之
〃　　　　　　副教育長　　　東山学史
文化財保護センター　所長　　　　　大山克則
[bookmark: _Hlk222852233]〃　　　　　　リーダー　　　吉田寛
〃　　　　　　主査（学芸員）岩井美和
〃　　　　　　会計年度任用職員（学芸員）　三輪由美
（進行内容）
１．開会のことば
２．教育長挨拶
３．会長挨拶
４．議事録署名者の決定
＜視　　察＞
　　七ツ塚遺跡の視察
＜審議事項＞
　　新たな文化財指定について【非公開】
＜報告事項＞
　　ア　指定文化財について
① 虎渓山シデコブシ群生地の水量調査について 
イ　埋蔵文化財について
1 問い合わせ、試掘状況
2 令和７年度整理作業、報告書作成状況
3 その他
ウ　普及啓発について
1 これまでの企画展について
2 令和８年度企画展について
3 地域や学校との連携について
4 文化財解説看板の設置について
5 寄付資料について
エ　資料収集について
　①民具資料の収集と活用について
　②写真等貸出・掲載について
　　オ　学校の授業との連携について
　　カ　市史編さん事業について
＜その他＞
　　次回の文化財審議会の日程について

【議事録】
教育総務課長：第２回文化財審議会を開催する。
教育長：現在、市役所では次年度予算の原案を作成中である。物価高の影響と会計年度職員の賃金上昇など経常経費が増加しており、財政状況が厳しいのが現実である。したがって、本市は経常収支比率が９０パーセントを超えている状況である。基本的に新しい事業は認められにくいが、市全体の中で、優先順位を付けて事業に取り組んでいく、本市はそのような状況である。
委員長：文化財保護協会は、多治見市にない。そのような中、多治見市の文化財を学び伝える会という会があり、先日私も参加し、笠原の城跡を見学した。そのうち、笠原の城跡も文化財審議会での話題になる可能性はある。

教育総務課長：議事録の署名者は委員の中から順番でお願いしており、加藤副会長と春日委員にお願いする。本日の審議会は、長谷川委員と立花委員が欠席との連絡をいただいている。多治見市文化財保護条例第17条の規定により、委員の過半数が出席しているため、審議会が成立していることを報告する。それでは、議事に入る前に七ツ塚遺跡の現場視察行うので、徒歩で移動願う。

～七ツ塚遺跡の現場視察～

＜審議事項＞
新たなの文化財指定について【非公開】

＜報告事項＞
[bookmark: _Hlk222834720]事務局：１６ページのグラフを見ていただきたい。永保寺の敷地内にあるシデコブシ群生地の水量調査であるが、平成25年より大規模宅地造成の影響を調査するため現在まで実施してきた。その間、大きく水量の変化が見られないため、令和７年度末をもって調査を終了する。
深谷委員長：陶都の杜の造成地の地下水が、高田へ抜ける道路の下の土管を通り、シデコブシ群生地へ流れ、永保寺の滝として池へ流れ込んでいる。当時、住宅の建設に際し、池にながれこむその水が枯れてしまわないかと住民の声も強かった。そのような経緯で水量調査をしてきたが、水量にほとんど変化がないことから、業者に委託しての調査は令和７年度末をもってやめるという報告であった。
教育長：当時、市の環境課からも開発業者に働きかけを行い、宅地に降った雨を集めて、地面に浸透するような工法上の工夫も取り入れていただいた。
事務局：埋蔵文化財については、今年度の不動産業者からの問い合わせ件数は11月18日現在で511件。また、試掘件数は19件と昨年より増えている。七ツ塚遺跡本発掘調査を今週の18日からスタートしている。高田長湫9号10号古窯跡発掘調査報告書を令和6年度から3年間で作成中である。また、国庫補助事業として令和7年度に権現遺跡の木製品として10点の木の櫛などの保存処理を行っており、３月上旬に完了予定である。次年度も権現遺跡の木製品を今年度のように保存処理を実施する予定である。第４倉庫や分室等に保管されていた北小木で発掘された山茶碗などの埋蔵文化財の出土遺物の長瀬町新倉庫への引っ越しは完了した。七ツ塚遺跡の補足であるが、今回の発掘は平成19年から始まった発掘調査の15次にあたる。虎渓用水広場が14次になっている。拡大平面図の色がついている部分を駅北庁舎側から発掘する。次年度、発掘の現場説明会も計画するので、その際には、委員のみなさんにもお知らせする。七ツ塚は字名ではなく、七つの塚があったため、当時の担当者が七ツ塚遺跡と名称を付けた。22ページに今年度寄贈を受けた昭和39年に撮影された七ツ塚遺跡の写真を載せてある。塚の手前は麦畑であったことが伺える。
教育長：深谷委員長、小木曽委員は昭和39年頃のこの付近の記憶はあるか。
委員長：この辺りが田んぼで、その畦道を歩いたという記憶があるが、塚については記憶がない。
事務局：駅北庁舎の隣の銀行の駐車場に塚のひとつがあった。ちょうど七ツ塚の試掘時の資料を見たら、塚を試掘しているという資料があった。
委員：この塚は古墳ではなく、小さいものか。
事務局：小さい。
委員長：私が子どものころ、故郷には塚と五輪塔があったが、そこはいつの間にか田んぼに変わった。きっとそのような状況もこの辺りにあったのではないか。
委員：試掘の時の結果はどうだったのか。
事務局：その塚から近世の陶片が出土した。
委員：盛土は近世だということか。
事務局：そうである。
委員：江戸時代の村明細帳に石塚とかが出てくる。それはいつの間にか塚といわれるが、実際のところ田んぼにあった石を集めただけでなないか。妻木で寛永年間の墓を掘ったら壺が出てきたということがあった。それも塚といわれていた。
副委員長：町史とか市史に載っていないか。
事務局：載っていない。
委員：絵図にも全然載っていないか。
事務局：ここは中之郷村だったが、まだ調べていない。
委員長：今、事務局より説明があったように発掘が始まっている。また、文化財審議会も発掘現場を見せてもらう機会があるかもしれない。では、次の普及啓発を説明願う。
事務局：普及啓発については、令和６年度の後半の企画展で「陶器商の蔵」を実施した。令和７年８月から令和８年３月末まで陶都創造館で移動展を実施中である。そして現在は「めぐる植物のかたち」という茅葺の屋根を中心とした展示を実施している。来館者アンケートの内容を資料に載せてあるのでご覧いただきたい。7月２６日に開催した永保寺の五峰庵の茅葺の葺き替えを担当した茅葺職人を講師に招いたワークショップでは、親子２０名が参加し、ドーム型の「かやねぐら」という体験スペース型の作品を作成し、展示室に展示している。１２月７日の特別開館では、市民を講師に迎え「しめなわをつくろう」という第２弾のワークショップを開催予定である。講師は、しめ縄をなう技術をもった市民の方が２人で、ののじと大根じめを午前の部と午後の部で作る予定で、１５組の申し込みをいただいている。今回の企画展からリピーターの来館者を増やそうという試みとして、荒川豊蔵資料館を参考にして、ポイントカードの制度を開始し、ステッカーなど特典を用意した。「めぐる植物のかたち」の企画展が終了したら、文化財保護センターはスロープの改修工事を行う。来年の２月２日からは「神仏習合と里山伏」という企画展を開催予定で、現在、古文書を中心に資料収集にあたっている。現在、計画段階であるが、長滝白山神社の宮司を講師に招き、講演会を企画する予定である。
事務局：令和８年度の７月末から１２月末にかけては酒造についての企画展を開催予定している。本市の近隣地域の酒造について、江戸時代以降から現代まで、各酒蔵が持っている資料の借用や製造工程の見学など、多治見税務署管轄内の三千盛や中島醸造、千古乃岩酒造など酒造会社の協力を得て行っていく。また、既に廃業した本市の酒蔵の資料なども活用する予定である。
事務局：学校との連携については、今年度、養正小学校、小泉小学校、池田小学校、昭和小学校の４校の対応をした。昭和小学校は多度神社が文化財指定になってから３年生が見学をするということで氏子総代と新羅神社と文化財保護センターで説明を行った。池田小学校は、同じように３年生が地域の歴史の勉強をする中で、喜多町西遺跡と池田１号古墳をめぐる授業の対応を実施した。
事務局：今年度の文化財の解説看板の設置については、毎年、張替をしたり新設をしたりしている。今年度は、根本小学校の敷地内に北丘１号古墳が移築されており、そこに看板を設置予定である。
事務局：寄付資料は、今年度の１１月までに１１件、Ｐ２２に載せてあるが、髪結道具や笠原鉢など点数として１，８７９点を受領した。来週は、無形文化財で指定になっていた上絵付の佐分利さんのご家族から作品の寄付をしていただく予定である。今後、このような資料を駅北庁舎で展示できたらと考えている。
事務局：収集資料については、文化財保護センター収蔵品の貸し出しは７件であり、資料館等に貸し出した。昔の道具体験セットは６件貸し出しを行った。学校の先生方からは、文化財保護センターで戦争の関係資料の貸し出しを充実させてほしいとのご意見をいただいており、セットを新しく作っていけたらと考えている。写真等の貸し出しは、１１月までに３件の実績がある。また、最近、お届けセミナーという大人向けの講座の講師としての依頼も町内会などからあり、１２月には脇之島でお届けセミナーの講師を行う予定である。
深谷委員長：ここまで説明があったが意見や質問はないか。企画展をまだ観ていない委員はぜひ行っていただきたい。次に市史編さんについて事務局より説明願う。
事務局：先日の１０月１７日に市史編さん準備委員会を開催したところ、委員のみなさんに多数出席していただいた。現在、市史編さん委員会の要綱の作成を進めている。併せて市史編さんに関係する歴史的な公文書が本市の本庁舎に長期文書として保管されており、明治時代の公文書もあった。しかし、合併をした前の村の時代の文書はないようであるが、ある程度は明治からのものが残っている。試しにひと箱開けたら西浦圓治氏の文書が発見された。全庁的に長期文書を残すか廃棄するかを各課で確認しており、各課が廃棄と決定したものについて、市史編さんに関連する文書は文化財保護センターが今年度末から次年度初めに引き取る予定である。
教育長：本庁舎の地下に書庫があるが、膨大な量の過去の文書が保管されており、全部持ってきたら、こちらの倉庫自体が足りなくなるため、廃棄するという段階になった時に教育委員会のフィルターを通して、歴史上価値がある文書を引き取ることとしたい。行政上価値がある文書と歴史上価値がある文書は別であるため、それぞれの角度から判断する予定である。
事務局：以前、小木曽委員が県から依頼を受けて各学校の歴史資料を調査した実績がある。それを確認しながら、新たに市内の小中学校に歴史資料調査票を送付したところである。１２月には市内のどこの学校から調査するかを決める予定である。まずは、養正小学校から入りたいと考えている。早川先生も同行していただけるとの回答を得ており、今年中に２校ぐらい調査に入れたらと考えている。歴史の古い小学校からスタートし、中学校の調査へと進んでいき、令和９年度の完了を目指す。併せて戦争の関係の聞き取りを早急に進めていく予定である。特に多治見空襲の本を執筆された方にご紹介いただきながら、当時のことを知るご存命の方々に聞き取りができたらと考えている。また、各委員の方にご意見をお聞きするため、個別に電話をする予定である。
小木曽委員：学校日誌はとても貴重であるが、過去に何年以上前の日誌は廃棄してもいいという指令があったため、大部分は廃棄されている。私が調査した時は、池田小学校と養正小学校は古い学校日誌が縄で縛って倉庫に置かれていた。当時の学校日誌は詳しく書かれており、本当に貴重な資料であるため、保存の方法も含め調査されたい。
教育長：市内では、明治初期の学制施行の時に発足した学校が多く、一昨年と昨年は、１５０周年記念事業が多く開催され出席した。養正小学校だけが特別に古い学校という訳ではなく、名古屋市のベットタウンとして発展する中で開校した根本小学校と北栄小学校以外の学校は歴史が古いと考えてよい。
委員：中学は新しいが、設立したのが昭和２０年代の最初の頃で、その当時の資料がほとんど残っていない。去年、妻木中学校の資料を探したが、かなり大変な作業であった。聞き取りも妻木中学校の一期生は、年齢的なこともあり、聞き取りが非常に難しかった。それぐらいの年代の方になると戦争のことも覚えている。当時、妻木にも空襲があって６年生の子どもが怪我をしている。そのことを覚えている人が何名かはいる。多治見でもそういうことはあると思うので。当時の子どもたちの生活を知れるとよい。例えば、授業を全然受けずにさつまいもばかり作っていたとか。そういう記録があるとこの先、戦争が遠いところの話ではなくて、自分たちの話だということを子どもたちが理解できるのではないかと思った。それと、戦争の聞き取り、学校の調査など、今の事務局体制でできるのか。
事務局：できるところから始めていく。
委員：笠原小学校、笠原中学校はもう学校資料を見たのか。
教育長：旧笠原小学校は既に取り壊されている。今度、笠原中学校は中京学院大学に譲渡される。
委員：笠原中学校は、途中で場所が変わっているのではないか。
教育長：約５０年度前に場所が変わっている。
委員：文書を集めてくると保管場所の問題が出てくるのではないか。
教育長：保管場所は小学校の空き教室を仮置き場として使用できる。
委員：まなびパークの図書館の収蔵庫も地下にあり、水害が心配になる。
教育総務課長：先日、まなびパークの地下の空調の環境がよくないということで、業者に見てもらったところ、四日市市の公共駐車場の冠水のような状態になる恐れがあるといわれた。そのため、文化スポーツ課へ文化振興事業団から話をしてもらうようにした。
教育長：博物館の保管スペースが不足しているのは全国的な問題となっている。
委員：かつては地下に収蔵庫を造る時代もあったが、東日本大震災の以降、地下は危ないということで、2階以上に造るように変わってきている。財政が厳しい中、新しく収蔵庫をつくるのは難しいと思うが、水害の心配ないところにできるとよい。
教育総務課長：図書館長にこちらからは、水害の懸念を伝えた。
教育長：問題意識は持っているが、どこまでできるかは今後の課題である。
委員長：いろいろとご意見をいただいた。その中で、市史編さんの人員を増やすことが課題であると思う。
＜その他＞
委員長：その他の次回の文化財審議会の日程について、事務局より説明願う。
事務局：次回の文化財審議会は、この会場で、令和８年３月２７日（金）の１３時３０分からではどうか。
（異議なし）
委員長：では、その日程に決定する。年度末で駐車場が混雑することが予測されるので、時間に余裕をもってお越しいただきたい。その他に何かないか。
副委員長：荒川豊蔵資料館の秋の特別公開チラシを配布させていただいた。みなさんの来館を期待している。
委員長：その他にないか。
事務局：文化財審議会委員の任期が令和８年３月末までとなっており、４月からは新たな任期が始まる。事務局としては、各委員に引き続き委員を引き受けていただきたいが、個人の事情等でどうしても続けられない場合は、年内に文化財保護センターまでご連絡いただきたい。
深谷委員長：みなさんには、できるだけ引き続き委員をお願いしたい。それでは、第２回文化財審議会を終了する。

終了時刻：１５：４０分
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